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クッキーレス時代のマーケターに求められるスキルとは 

～ニールセン、個人情報保護政策に伴うデジタル識別子規制に対応するためのインサイトを発表～ 

 

2021年 9月 30日 

 

視聴行動分析サービスを提供するニールセン デジタル株式会社（東京都港区、代表取締役社長 宮本

淳）は、海外並びに国内で強化が進む個人情報保護政策に伴うサードパーティークッキーの利用規制やデバ

イス（広告）識別子の利用規制によるクッキーレス時代のマーケターに求められるスキルに関するインサイトを発

表しました。 

今日のマーケター、特にデジタルメディアを取り扱っているマーケターにとっては、コロナ禍における消費者のメディア

消費状況の変化を捉えることも重要ではありますが、一方で、変化し続けるプライバシー問題に関わる規制の

強化に対応することも重要な課題となっています。海外において個人情報保護規制が強化され、また日本国

内においても個人情報保護法の改正が来年に控えていますが、モバイルの OSやブラウザにおけるデジタル識別

子の規制の強化はすでに始まっており、マーケターとしては今現在対応しなければいけない喫緊の課題と言えま

す。 

このように環境が変化してきたことで、デジタルに関わるマーケターにとっては、新しい広告の効果測定ツールや新

しい広告の配信方法を検討する必要性がでてきており、加えてこれまでどおりはユーザーの個人情報に関連した

データを収集できないケースもでてきます。そのため、タグにより収集できるログデータや定量的なアンケート調査

結果などの様々なデータを組み合わせて、今までとは違ったデータセットや方法をもとに意思決定を行っていく必

要があるため、新しいスキルを身に着けていくことも求められています。そこで、これからのデジタルマーケティングに

関わるマーケターに求められるスキルとその背景について考えたいと思います。 

デジタル識別子に対する規制による影響は既に発生している 

まず、改めて現状マーケターが置かれている環境について整理すると、個人情報保護のための法整備は欧州の

GDPR、アメリカ合衆国カリフォルニア州における CCPA がすでに施行されています。そうした流れを受けて、ブラ
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ウザ側でのサードパーティークッキー利用に対する規制や端末側での広告識別子の取り扱いに対する規制が、

既にプラットフォーマーにより開始されています。こうした規制により、一部のユーザーに対しては識別子が取得で

きなくなった結果として、これまでできていた以下のようなことができなくなっています。 

・同じ識別子のユーザーが過去にどのようなサイトを閲覧していたのか特定 

・同一人物であるという判定 

このため、自社製品のページへアクセスしてくれたけど購入に至らなかった人に対して、リターゲティングして購入サ

イトへ誘導することや、特定のサイトを閲覧していて自社商品の購入の可能性のある人に対してターゲティングし

て広告を配信することができない消費者が増えてきています。また、それ以外にも、デジタル識別子で同一人物

であるという判定ができないので、フリークエンシーキャップをかけていたとしても安心はできません。たとえば、デジタ

ル識別子が取得できている場合は同じ人に対して適切な接触回数で制御ができる一方で、ブラウザの制御で

サードパーティークッキーが常にリフレッシュされる、または、OS の規制で広告識別子の判定ができない場合は、

一定期間が経つとまだ広告が配信されていない人として認識されるケースがでてきます。そのため、既に広告が

一定回数配信されている人にも再度広告が配信されてしまい、過剰に広告が配信されてしまう可能性がありま

す。こういった問題は、貴重な広告費が無駄になるという効率化の問題にも関わりますが、既存顧客が不快な

思いをするなどブランドイメージの毀損にもつながります。また、こうした配信面の問題に加えて、効果測定の面で

も、デジタル識別子に過度に依存していると同一人物がクリックをしてくれたのか、クリエイティブに共感していたの

かを判定できない人がでてくるために、測定結果の精度が低下してしまうケースもでてきています。 

今後は新しい技術に対する理解に加えて、マーケティングリサーチのスキルが求められる 

このような環境下でデジタル広告業界に関わるマーケターとしては、「新しい技術などを情報収集」し、「様々な

データを組み合わせて解釈できる」スキルが必要になってくると考えられます。 

まず、今までもデジタル業界では、アドネットワークから DSP、DMP、コンテキストターゲティングと新しい技術や方

法が常に登場してきました。マーケターとしては、ユーザーの様々なデータを収集する技術や集まったデータを処

理するツール、より膨大なデータを活用した配信技術など、新しいテクノロジーを理解して使いこなしていくスキル

が求められてきました。そのため、今起きているデジタル識別子に対する規制についても、こうした問題を解決す

る新しい手法についての知識を集め、最適なツールや手法を選定していく上では、今まで培ってきている知識を

応用することで対応できる部分もあります。 

しかし、その一方で、先程挙げたような、効果測定が受ける影響においては、単純に新しいツールや計測ベンダ

ーを選定するだけでは解決できない問題もあります。その最も大きな原因は、これまでは様々なデータが収集で

きる環境にあったのに対して、今後は、部分的なデータや偏ったデータしか収集できなくなることにあります。つま

り、デジタルメディア・広告のエコシステムそのものが変わってしまったのです。これまでのように、タグなどで全件収

集可能なセンサスデータを含む様々なデータが収集できる環境であれば、PDCA を回していくにあたって、例えば

クリック率の高いクリエイティブに配信を寄せるなど、細かくデータを読み込むスキルや、マーケティングリサーチに対

する深い知識がなくても、設定された KPI を改善していくことができている部分もありました。しかし、今後はそう

したツールに依存した改善だけではなく、部分的なデータではわからない顧客の行動を理解するためにアンケート
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調査を実施することや、偏ったデータを補正するために教師データとなるような公平で中立的な第三者データを

活用することも求められてくると考えられます。そのため、今まで以上にマーケティングリサーチに関わるスキルを身

に着けていくことが重要になってきます。 

デジタル広告業界に関わるマーケターにとっては、今までと比較すると大きな課題が顕在化している状況ですが、

今までもこれからも、消費者にとって望ましいコミュニケーションを行って売上につなげていくことが、マーケターにとっ

ての課題です。しかし、これまでは様々なデータが集まるがために KPI指標などのデータに気を取られるばかり

で、消費者が広告に接触したときにどのような顔をしているのかを想像することができていませんでした。今後も変

化していくと考えられるデジタルエコシステムに柔軟に対応していくためにも、デジタルデバイスの向こう側にいる消

費者のことを理解し、寄り添っていくことが求められてきます。そのためにも、様々なデータを組み合わせて消費者

の行動や反応などの全体像を読み解き、消費者の共感を得られるコミュニケーションを設計できるマーケターが、

これからのデジタル業界で成功していくことができるでしょう。 
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【ニールセン デジタル株式会社 会社概要】  

社名：  ニールセン デジタル株式会社  英文社名： Nielsen Digital Co., Ltd. 

本社所在地： 〒107-0052 東京都港区赤坂 2-17-7 赤坂溜池タワー11階 

資本金：  1億円 

設立： 1999年 5月 

代表者：  代表取締役社長 宮本 淳 

主要株主：  米国ニールセン・カンパニー（The Nielsen Company）、株式会社ビデオリサーチ 

 

ニールセン デジタル株式会社は、ニールセン・グローバル・メディアの日本法人として、視聴者分析と広告分析およびメディア分析

のソリューションを通じて、お客様のビジネスにおける重要な意思決定を支援するデータ、分析、インサイトを提供しています。製品

やサービス、および分析結果のインサイトについては、広告主企業、メディア運営企業、E コマース企業、広告会社より高い評価を

いただいています。ニールセン デジタル株式会社のサービス概要、および会社概要は www.netratings.co.jp でご覧いただけま

す。 

 

ニールセンについて 

Nielsen Holdings plc（NYSE：NLSN）は、メディア業界の全体的かつ客観的な理解を提供するための世界有数のデータ

と分析を提供しています。ニールセンはオーディエンスの測定、オーディエンスの成果、コンテンツに関するサービスを通じて、クライアン

トとパートナーに複雑な問題に対するシンプルなソリューションを提供することで、クライアントの投資や成長戦略の価値を最適化し

ています。ニールセンは、重複を排除したクロスメディア・オーディエンス測定を提供できる唯一の企業です。ニールセンとクライアント

にとって、Audience is EverythingTM であり、ニールセンはすべてのオーディエンスの声が重要であることを保証することに取り組

んでいます。 

S&P 500企業としてニールセンは、約 60 カ国で測定と分析のサービスを提供しています。詳細は当社ウェブサイトをご覧くださ

い： www.nielsen.com 

 

ニールセン デジタル株式会社が提供しているソリューションと主な製品サービス 

AD & CONTENT（デジタル広告/コンテンツ視聴率） 

  ニールセン デジタル広告視聴率 Nielsen Digital Ad Ratings 
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  ニールセン トータル広告視聴率 Nielsen Total Ad Ratings 

  ニールセン デジタルコンテンツ視聴率 Nielsen Digital Content Ratings 

 

AUDIENCE (視聴者パネル測定サービス ) 

 インターネット視聴率データ ニールセン ネットビュー  Nielsen NetView 

 スマートフォン視聴率データ ニールセン モバイルネットビュー Nielsen Mobile NetView   

 

MEDIA ANALYTICS（メディア/広告効果分析サービス） 

  ブランドリフト効果測定サービス Brand Lift Plus 

  広告効果分析サービス ニールセン デジタルブランドエフェクト Nielsen Digital Brand Effect 

  デジタル広告/クリエイティブリフト効果調査 ニールセン デジタル広告クリエイティブ評価 Nielsen Digital Creative 

Evaluation  

      

PLANNING/ ACTIVATION（プランニング/アクティベーション支援サービス） 

  ブランドセーフティサービス OpenSlate 

デジタル広告統計データ digiads 

ニールセン オーディエンスセグメント DaaSサービス Nielsen Japan Mobile NetView Powered by Lotame セグメント/ 

Nielsen eXelate タクソノミー 

 

INTERNATIONAL DATA（海外データサービス） 

  海外広告統計データ Nielsen Ad Intel International  

  海外消費者視聴動向調査データ Nielsen Consumer & Media View 

海外テレビ視聴率データ Nielsen TV Audience Measurement 

 

 


